






要約:近年,抗リン脂質抗体と血栓症との関連が注目されている。川崎病を対象として抗リ

ン脂質抗体を測定し,また lupus anticoagulant 活性の有無,冠動脈病変との関係について

検討した。抗リン脂質抗体は病初期に高率に認められ回復期に陰性化した。SLE に認めら

れる抗体とは異なりlupus anticoagu-lant 活性は認められなかった。冠動脈病変群は非合

併群に比し本抗体の陽性率が有意に高く,本抗体と心血管合併症との間に何らかの関連が

あることが示唆された。 


